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Peering関連イベント

＜国内＞
・Interne week
・Peering BoF
・各IX事業者のユーザ会
・JANOG
・大阪ピアリングフェスティバル(関西)
・QUNOG（九州）
・ENOG（越後）
・TDNOG（北海道/東北）
などなど

<国外>
・Peering Asia（アジア）
・GPF(北米)
・EPF(欧州)
・NANOG（北米）
などなど

Peering Asia
2017年から開始（第１回は京都）
国外イベントであるが、日本企業の参加者が多い
国外イベントの中では一番参加しやすい（個人的に）
来年はバンコクです！

とにかくイベントに参加しまくってみんなに顔を覚えてもらうことが非常に重要！！
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限られた予算からサービスの選択
・どのTransitを買うか
・どのIXへ接続するか
・どのデータセンターを利用するか

特に選択するデータセンターによって接続できるTransit/IX/PNIが左右されるので非常に重要
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データセンターの選択(NWPOP)

・トラフィック分析
Flowコレクタ等を用いてトラフィックを分析し、PeeringしたいASを洗い出す。
Flowコレクタがない場合、Peering関連のイベントで他社からどのASのトラフィックが多いかなど
ヒアリングを行いその情報を基に検討を行う。

・利用するDCの選定
各DCの接続リストはPeeringDBにおおよそ記載されている。
また、イベントでそのような情報が手に入ることも多々あるのでイベントは出得。
（PeeringDBには載っていないが実は接続してるなんてこともある。）
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データセンターの選択(NWPOP)

データセンターの利用に関して検討する要素としては以下

・接続事業者リスト（AS）
・ラック電源のコスト
・クロスコネクト（構内配線）のコスト
・自局からの回線調達（専用線、ダークファイバーの調達）

これらの要素を総合して選択を行う
クロスコネクトのコストは意外と契約本数が多くなってくると効いてくる
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データセンターの選択(NWPOP)

◆専用線orダークファイバーの選定について

・ルートの冗長が取れるか
・データセンターの入線が分かれているか

キャリア冗長を取っているからといってルートが分かれているとは限らない。
工事の掘削等で両回線とも切断される場合もある。
ルートの確認はしっかりとする！
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Transitの選択

・値段だけで決めると痛い目に遭う場合もある

・日本国内のバックホールが潤沢にあるか
トラフィック増加時に輻輳しているなんてことも実際にあります・・・

・国外への接続点として関東と関西、両方から抜けることができるか
購入する地域や理由にもよりますが、大阪でバックアップのためにTransitを購入しても
国外に抜けるルートが志摩にはなく関東のみであると非常時に結局意味がないなんてことも。。。

・同一DCでTransit接続を固めない。DCに障害が発生するとNWがdownする
Transitは2社以上から購入。だいたい３、４社が一般的
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IXの選択

・接続事業者リスト
これに尽きると思います
マルチポイントでPeeringを希望する事業者もいるので出来れば2IX以上の選択

IXへの接続としてリモートピアリングサービスと呼ばれる専用線＋IXのセットになったサービスもある
DCを増やしたくないけどIXには新規で接続したいというニーズに応えてくれる事業者もいる
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全体設計

どのようにバックアップを取るのかは非常に重要
PNIのバックアップの取り方
1.同一拠点で50%運用
2.複数拠点でPNIを実施
3.+IX(このパターンはIXの空き帯域の考慮がとても難しい)
4.+Transit(出来ればTransitに回したくない)

IXのバックアップの取り方
1.複数IXでPeering
2.+Transit

バックアップ経路に関しては基本的にコスト見合い
Transitへの迂回は最終手段にしたい
Peeringの管理を行いPNIやIXがdownした際にどこに迂回するか事前に設計で決めておくことが大事
適当にPeeringしていくとカオスになる（トラフィック解析が難しくなる_辛い）
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まとめ

・コンテンツ事業者は基本的にOPENポリシーが多いが早くPeeringしてもらうためには
Face to Faceでの調整は必須
・selectiveの事業者でも直接会うとPeering出来る場合もある
・データセンターにどのような事業者が接続されているかという情報は非常に重要

とりあえずイベントに参加しましょう！
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20Gbps

ISP etc.

100Gbps

BBIX
Osaka

10Gbps

20Gbps

20Gbps

as of  2019/09

Transit:4社から購入（すべて別DC）
日本国内IX:すべてのIXへ接続しIX内で冗長
東阪間回線：複数ルート、複数キャリアで購入
日米間回線：志摩、関東ルートで構築
アジア向け：downすればTransit
EU向け：主要IXへ接続しIX内で冗長
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ご清聴ありがとうございました


